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<あらまし>　本研究では批判的思考態度とメディア特性の理解の関係について検討すること

を目的とし,大学生及び現職教員48名を対象とした調査を行った。結果として, 「仕事や学習
のために必要な最新の情報を集めるため」という条件において,批判的思考態度が高い者は噂

好性や簡便性といったメディア特性に比べ,信頼性に重点を置く可能性が示されたOまた, Web
には重点を置かないことが示唆された。
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1.背景

筆者は,メディア・リテラシーを「多様な

情報メディアの特性を踏まえ,それらを情報

の受信と発信に主体的に活用するとともに,

情報を鵜呑みにすることなく批判的に捉えよ

うとする態度及び能力」と捉え,メディアか

ら主体的に情報を得ようとするほどメディア

操作スキルが高まり,それがメディア特性の

理解に影響し,メディア特性の理解がメディ

アに対する批判的思考に影響することを明ら

かにした(後藤,2006)。

多様なメディアを自由に選択できる時代

においてメディアの特性を理解した上で情報

を取捨選択し,解釈する能力が求められてい

る。イギリス教育省も自らのメディア選択の

特徴を説明できることがメディアに対する批

判的思考と関係することを指摘しており

(DCMS2001),自らのメディア選択をメタ

認知的に捉え,目的に合致したメディアを利

用しているか,省察しつつ情報を捉えること

か望まれる。このような問題意識から,筆者

は学習者が自らのメディア選択においてどの

メディア特性を重視しているかを階層分析法

(AHP : Analytic Hierarchy Process)を用

いて可視化し,その可視化されたメディア特

性と自らのメディア行動とを比較して省察す

るメディア・リテラシー育成教材の開発に敢

り組んでいる(後藤,2012a)。

このような経緯を踏まえつつ,本研究を出

発点として今後検討していきたいのは,

メディア・リテラシーは,一般的な批

判的思考が,メディア利用という特定場

面において発揮されるものと考えてよ

いのか

考えてよいとして,一般的な批判的思

考でメディア・リテラシーのすべてを網

羅し得るのか。

ということである。例えば,メディアからの

情報であれ,対面で得られる情報であれ,受

容の場面において得られた情報を鵜呑みにせ

ず,多面的に捉えたり,欠けている情報は何

かを考えたりしながら行動している者は,メ

ディア利用の場面においても同様の傾向を示

す,と考えるのは自然なことであろう　AHP

では最初に基準(検索性,速報性,簡便性,

信頼性,噂好性)の一対比較を求められるた

め, 「どのメディアか」とは切り離すことがで

きる。

筆者の研究では,メディア利用の目的を

「仕事や学習に役立つ最新の情報を得る」に

限定しメディア特性を検索性,速報性,簡便

悼,信頼性,噂好性の5つ,メディアをWeb,
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図書,テレビ,新聞,雑誌の5つに限定し,

AHPを用いてそれぞれの優先度を可視化し

た。 「仕事や学習に役立つ最新の情報を得る」

という課題において,最も優先される特性と

して想定したのは信頼性であったが,実際に

は想定の通り信頼性に重きを置く者が多い反

面,噂好性や簡便性を重視する者が一定数,

存在することが兄いだされた(Gotoh,2012;

後藤2012b;2012c;2012d)(このような個人

差が生じる原因として「仕事や学習に役立っ

最新の情報を得る」状況がよく理解できなか

ったのではないか,との指摘を得て,後藤

(2013a)では,そうした経験が豊富と思わ

れる現職教員と大学生の比較を行ったものの,

顕著な差は見られなかった。

そこで,本研究で批判的思考態度に着目し,

メディア・リテラシーの固有の場面において,

批判的思考態度が高い者は,情報の信頼性を

確認しようとする傾向があるか否かを検討し

たい。

一方,筆者自身は「一般的な批判的思考で

メディア・リテラシーのすべてを網羅し得る」

とは考えていない。というのは,平素より利

用しているメディアほど優先順位が高くなる,

という傾向があるからである(後藤, 2013b)。

いかに批判的思考がメディア・リテラシーの

基底をなすとしても未知のメディアに対して

妥当な評価はできない。さらに,人々が意識

していないある種の習慣やメディアのインフ

ラが,メディア行動を暗黙のうちに規定して

いるのかも知れない。

メディア・リテラシー育成において,一般

的な批判的思考と共通する場面においてメデ

ィア・リテラシーの固有場面と取り上げて学

習するのは重複に過ぎず,多忙な教育現場に

とって受け入れがたいものとなるだろう。高

等教育の質保証において批判的思考の重要性

が言われており,それぞれの学校段階で批判

的思考の学習が必要と考えるが,メディア・

リテラシーの育成はこの-般的な批判的思考

の共嘩部分と固有部分を明確にして行うべき

である。このような問題意識のもと,本研究

では批判的思考態度とメディア特性の理解に

焦点化する。

2.日的

本研究では批判的思考態度とメディア特

性の理解の関係について検討することを目的

とする。

3.方法

3.1.対象及び調査時期

対象は大学生及び現職教員48名である。

調査時期は2013年8月13日である。

原稿の冒頭には,和文と英文で題名,著者

名,所属機関を入れる.

3.2.批判的思者態度

批判的思考の構成要素は能力,態度,知識

とされるが,メディア特性の理解における信

頼性の重視に関係が深いと考えられるのは,

批判的思考態度とも考えられる。批判的態度

の測定には,贋岡ら(2001)の批判的思考志

向性尺度や,カリフォルニア批判的思考態度

尺度を日本語化した川島(1999)などがあるが,

信頼性・妥当性の検討を経た平山ら(2004)

の批判的思考態度尺度を利用した。この尺度

は「論理的思考-の自覚(13項目)J, 「探求

心(10項目)」, 「客観性(7項目)」, 「証拠の

重視(3項目)」からなる5件法の尺度である。

3.3.メディア特性の理解

目的を「仕事や学習のために必要な最新の

情報を集めるためJ,基準を検索性,速報性,

簡便性,信頼性,噂好性,代替案をWeb,図

香,テレビ,新聞,雑誌とする階層分析法を

行った(高萩・中島, 2005)目的からみた

基準の一対比較を行い,基準の下での代替案

の一対比較を行ったO　固有値法により一対比

較表からプライオリティを算出した。

批判的思考態度尺度と

3.4.批判的思者態度とメディア特性の理解

の関係の検討

批判的思考態度尺度の各項目の合計を算

出し,上位25%を態度高群,下位25%を態

度低群とした。

AHPにより算出したプライオリティにつ

いて,検索性,速報性,簡便性,信頼性,噂

好性の5つの特性, Web,図書,テレビ,新

聞,雑誌の5つのメディアごとに,態度高群

と態度低群の比較を行った。
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4.結果

4.1.批判的思者態度

批判的思考態度尺度値の平均は111.39で

あり,標準偏差は15.30であった。

上位25%を態度高群(批判的思考態度尺度

値平均129.75,標準偏差6.86),下位25%を

態度低群(批判的思考態度尺度値平均92, 41,

標準偏差3.51)とした。

4.2.メディア特性(基準)による比較

メディア特性(基準)による2群の平均値

を図1に示す。信頼性についてt検定を行っ

たところ有意傾向が見られた(t=1.939,

df=22,p<.10),このことから,批判的思考の

態度が高い者は, r仕事や学習のために必要な

最新の情報を集めるため」という目的におい

て,他の特性より信頼性に重きを置く傾向が

あることが示唆された。

一方,速報性,簡便性,噂好性,検索性に

ついてt検定を行ったところ有意な差はなか

った。

図1メディア特性による比較†p<.10

4.3.メディア(代替案)による比較

メディア(代替案)による2群の平均値を

図2に示す　Webにについて七検定を行った

ところ　5%水準で有意な差が見られた

(t=2.577, df=22,p<.05)。このことから,批

判的思考の態度が高い者は了仕事や学習のた

めに必要な最新の情報を集めるため」という

目的において, Webを優先しない傾向がある

ことが示唆された。

なお,図書,テレビ,雑誌,新聞ついてt

検定を行ったところ有意な差はなかった。

図2　メディアよる比較　☆p<.05

5.考察

本研究は限られたデータによる限定的な検

討とならざるを得ないが,批判的思考態度が

高い者は, 「仕事や学習のために必要な最新

の情報を集めるため」という条件において,

信頼性に重点を置く可能性が示された。

また,批判的思考態度が高い者は, 「仕事や

学習のために必要な最新の情報を集めるた

め」という条件においてWebに重点を置かな

いことが示唆された。

筆者は本研究をメディアー・リテラシーと一

般的な批判的思考との関係を検討の出発点と

考えている。今回はわずかにその傾向が示唆

されたに過ぎないが,批判的思考態度とメデ

ィアの信頼性を重視しようとする傾向とは何

らかの関係があることが示唆された。

6.課題

最後に,今後の課題について2点,述べる。

第-に,批判的思考態度とメディア特性の

理解との関係についてである。今回,極めて

限られたデータによる検証であったこと,大

学生と現職教員という限られたサンプルのみ

が対象であり,より幅広い層から,多くのデ

ータを収集し,検討していきたい。

第二に,批判的思考技能及び批判的思考知

識と,メディア特性の理解との関係の検討で

ある。特に批判的思考技能の測定について,

既にいくつかの尺度が既に開発され,利用可

能である。今後,サンプルを増やすとともに,

態度だけでなく技能について測定し,検討を

進めていきたい。
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